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み
よ
子
（
浦
向
・
石
塚
み
よ
子
）

慶
　
子
（
東
京
・
印
出
井
慶
子
）

譲
　
一
（
旭
　
町
・
遠
藤
譲
一
）

幸
　
子
（
旭
　
町
・
大
岡
幸
子
）

省
　
三
（
相
模
原
・
小
川
省
三
）

す
み
子
（
住
吉
町
・
落
合
純
子
）

光
　
夫
（
旭
　
町
・
川
邊
充
雄
）

信
子
（
住
吉
町
・
古
谷
野
信
子
）

ま
こ
（
住
吉
町
・
島
田
ま
さ
子
）

き
み
代
（
坂
花
町
・
須
賀
君
代
）

ち
か
ら
（
住
吉
町
・
鈴
木
　
力
）

香
こ
（
松
岡
町
・
高
塚
香
代
子
）

正
　
子
（
伏
　
木
・
田
村
正
子
）

　
登     （
若
　
林
・
臺
登
一
郎
）

き
よ
乃
（
陽
光
台
・
中
嶋
清
江
）

　
仁     （
旭
　
町
・
中
村
　
仁
）

妙
　
子
（
旭
　
町
・
前
田
妙
子
）

久
　
子
（
古
河
市
・
渡
邉
久
子
）
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節
（
常
総
市
・
和
田
節
男
）
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代
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出
井
慶
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邉
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代

　
　
　
　
　
　
　
川
邊
　
充
雄

俳　

句
「
潮
干
狩
・
山
桜
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」他
当
季
雑
詠

兼
題

四
月
二
十
日
　
境
町
文
化
協
会
俳
句
部

短　

歌

新
し
く 

令
和
と
呼
ぶ
は 

八
重
桜 

そ
の
香
り
立
ち 

我
ら
を
い
ざ
な
う

子
供
等
の 

集
い
来
た
り
し 

膳
囲
む 

桜
愛
で
つ
つ 

和
む
ひ
と
と
き

さ
く
ら
花 

咲
く
そ
の
下
の 

畑
道 

菜
の
花
め
で
つ 

喜
び
歩
く

桜
咲
き 

桜
散
っ
て
は 

春
深
し 

過
ぎ
ゆ
く
日
々
は 

夢
又
夢
か

春
雨
や 

垣
根
は
真
白
な 

花
が
す
み 

緑
茶
で
愛
で
る 

我
が
心
よ
さ

国
書
よ
り 

引
用
さ
れ
し 

名
は
令
和 

気
持
ち
新
た
に 

希
望
を
の
せ
て

軒
下
の 

物
干
竿
に 

尾
長
鳥 

飛
び
来
た
り
て
は 

揺
ら
し
飛
び
去
る

穏
や
か
な 

春
の
日
差
し
に 

満
開
の 

桜
花
見
る 

友
に
感
謝
を

待
ち
に
待
ち
し 

鶯
の
初
音 

今
朝
は
き
く 

筍
さ
が
し 

靜
も
る
薮
に

満
開
の 

桜
の
下
の 

一
休
み 

氷ひ
さ
め雨
で
落
ち
く
る 

花
び
ら
み
つ
つ

熊
笹
の 

茂
み
に
身
を
ば 

癒
す
と
き 

鶯
の
声 

澄
み
て
聞
こ
ゆ
る

よ
み
が
え
る 

古
き
時
代
の 

言
葉
達 

明
る
い
希
望 

未
来
に
継
げ
る

境
短
歌
会
　
山
鳩

松
岡
美
智
子

川

村

米

子

風
間
リ
ヨ
子

川

上

ヒ

サ

稲
田
美
重
子

飯

田

俊

子

本
島
い
と
子

鈴
木
喜
与
子

五
月
女
三
枝
子

桜

井

レ

イ

斉

藤

敬

子

　

潮
干
狩 

ぬ
ら
し
た
服
の 

重
さ
か
な

　

過
疎
の
地
に 

山
桜
愛め

で 

人
集つ

ど

ふ

　

潮
干
狩 

網
の
重
さ
に 

笑え

み
こ
ぼ
る

　

想
ひ
出
の 

修
学
旅
行 

潮
干
狩

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

養
護
施
設
の 

窓
の
下

　

孫
競
う 

砂
を
手
掘
る
や 

潮
干
狩

　

玉た
ま
が
き垣

に 

同
期
の
名
あ
り 

山
桜

　

島
椿 

観
光
船
を 

待
ち
詫
び
る

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

天
を
仰
い
で 

何
想
ふ

　

縁ゆ
か

り
あ
る 

成
田
詣も

う

で
や 

山
桜

　

松
の
中 

ひ
と
も
と
清す

が

し 

山
桜

　

潮
干
狩
り 

一ひ
と
わ
ん椀

の
海 

飲
み
干
し
て

　

潮
干
狩 

香か
お
りも

連
れ
て 

お
す
そ
分
け

　

潮
干
狩 

寒
い
日
な
れ
ど 

皆
笑
顔

　

楚
々
と
し
て 

誇
り
忍
ば
せ 

山
桜

　

潮
干
狩
り 

夢
中
の
児
等
は 

早は
や
ま
い
ご

迷
子

　

里
山
に 

彩
り
添
え
て 

山
桜

　

し
ば
ら
く
は 

蟹
と
戯た

わ

む
る 

潮
干
狩

　

山
桜 

肩
に
ひ
と
ひ
ら 

露
天
の
湯

 

三
十
年
度  

N
H
K
全
国
俳
句
大
会
入
選
作

　

佳
作　

初
産
の 

力
に
二
つ 

寒
卵

　

入
選　

こ
の
残
暑 

乗
り
き
る
覚
悟 

髪
を
切
る

　

  

同  　

門
灯
の 

明
か
り
引
き
寄
せ 

萩
白
し

　

  

同  　

遺
骨
無
き 

父
の
墓
標
や 

天
の
川

　

  

同  　

母
の
日
や 

何
も
要
ら
ぬ
が 

母
の
癖

 

第
二
十
一
回  

長
塚
節
文
学
賞
入
選
作

　

佳
作　

コ
ス
モ
ス
の 

風
の
中
な
る 

美
容
院

　

入
選　

さ
つ
ま
い
も 

蒸
か
し
て
匂
ふ 

昭
和
の
日　

　

  

同　

  

今
年
米 

香
気
漏
れ
来
る 

長
屋
門

元
号
も
令
和
と
な
り
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
僅
か
な

間
に
平
成
が
と
て
も
遠
く
な
っ
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

六
月
は
中
旬
過
ぎ
る
と
夏
至
に
な
り
昼
間
が
長
く
夏
の

装
い
と
な
っ
て
来
ま
す
。
歌
の
お
仲
間
も
一
人
増
え
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
気
持
ち
も
新
た
に
日
々
過
ご

し
て
行
き
度
い
と
思
い
ま
す
。

川

上

京

子

境
ニ
ュ
ー
スTOW

N NEW
S

自衛官と のできるお見合い
お見合いパーティ

古河店
久喜店

0280-30-7070

結婚相談室
完全会員制
公的書類の提出　面接のできる方
★一般社会人ともお見合い可能な会員
★自衛官とのパーティ＆お見合い専用の会員
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( 仮称 )「S-L
ラ ボ

ab（境町研究開発施設）」の起工式を開催

地鎮祭での鍬入れの様子
左から、倉持町議長、橋本町長、野口観光協会長

スポーツ

茨城県無形民俗文化財登録 塚崎香取神社 4 月祭礼にて「塚崎の獅子舞」を披露
　塚崎香取神社４月祭礼において、茨城県無形民俗文化財に登録され
ており 350 年以上前から続けられている「塚崎の獅子舞」が披露さ
れました。この獅子舞は毎年 4 月・7 月・11 月の 15 日に塚崎香取
神社の祭礼として、五穀豊穣、天下泰平、雨乞いを祈願し「男

お じ し

獅子」
「女

め じ し

獅子」「中
な か

獅
じ し

子」の三頭が勇壮な舞を踊ります。当日は快晴の中、「塚
崎獅子舞保存会」の子どもたちによる演舞が披露され、多数の観客か
ら大きな拍手が送られました。
　次の香取神社の祭礼は 7 月 15 日です。伝統のある「塚崎の獅子舞」
をぜひご覧ください。 写真左から、「中獅子」「女獅子」「男獅子」

会　場　さしま環境センターグラウンド
参加チーム　A ブロック 9 チーム
　　　　　　B ブロック 6 チーム
◆ A ブロック　　　　　　◆ B ブロック
優　勝　ラッキングス　　優　勝　FLOWERS　
準優勝　境シャインズ　　準優勝　PARISONS

第 106 回 境町軟式野球大会
4/7 ～ 5/7

境町ソフトバレーボール大会
４/ 29

会　場　境町民体育館
参加チーム　10 チーム
優　勝　COSMO
準優勝　YY クラブ
第３位　インプレス
　　　　NEXT ２

【塚崎獅子舞保存会を未来に繋ぐ子どもたち】

男獅子役
長谷川 温大さん（境一中２年）

中獅子役
坂井 優心さん（静小６年）

女獅子役
柿沼 大伊貴さん（静小６年）

中腰で舞うことが
大変だけど、地域の
人と触れ合うことが
とても楽しいです。

舞うとみんなが喜ん
でくれることが楽し
い！中学生でも続け
たいです。

夏や冬にも練習してい
ます。獅子舞を舞った
後の達成感やご褒美を
楽しみに続けていま
す。

　（仮称）「S-Lab（境町研究開発施設）」の起工式を、
坂花町地内の建設予定地で実施しました。
　この施設は、昨年 10 月にオープンした 6 次産業化
施設「さかいサンド」と、先月 19 日にオープンした
さかい河岸レストラン「茶蔵」に続く、新国立競技場
の設計を手掛けた建築家隈研吾氏による当町で 3 つ目

の建築物です。国の地方創生拠点整備交付金を活用し
て建築され、町の新たな地場産品を生み出すため、干
しいもやワインの研究開発を行う施設です。さらに、
これらの施設をめぐる人の流れを作り、街中の賑わい
を生み出し、往時の河岸の町さかいのような活気ある
まちづくりに生かされる事も期待されます。
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